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気
候
関
連
支
出
か
ら
生
じ
る
無
形
資
産
の
認
識
等

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
解
釈
指
針
委
員
会
の

ア
ジ
ェン
ダ
決
定
の
概
要

第２章

有
限
責
任 

あ
ず
さ
監
査
法
人

井
口
　
崇

【
こ
の
章
の
エ
ッ
セ
ン
ス
】

●
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
解
釈
指
針
委
員
会
の
ア
ジ
ェ
ン

ダ
決
定
に
よ
り
、会
計
方
針
の
変
更
が

必
要
と
な
る
場
合
が
あ
る
た
め
、ア
ジ
ェ

ン
ダ
決
定
の
内
容
を
理
解
し
、そ
の
影

響
を
評
価
す
る
必
要
が
あ
る
。

●
２
０
２
５
年
１
月
以
降
に
公
表
さ
れ
た

ア
ジ
ェ
ン
ダ
決
定
に
は
、こ
れ
ま
で
の
実

務
に
変
更
を
も
た
ら
す
よ
う
な
説
明
的

資
料
が
含
ま
れ
た
も
の
は
な
く
、一般
的

に
は
実
務
上
の
影
響
は
限
定
的
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
解
釈
指
針
委
員
会（
以
下
、

「
委
員
会
」と
い
う
）は
国
際
会
計
基
準
審

議
会（
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
）の
関
連
団
体
で
あ
り
、

利
害
関
係
者
か
ら
の
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
会
計
基

準
に
関
す
る
検
討
依
頼
や
質
問
を
分
析

し
、
基
準
書
の
改
訂
や
解
釈
指
針
の
開
発

が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
か
否
か
の
審
議
を

行
っ
て
い
る
。

こ
の
審
議
の
な
か
で
基
準
書
の
改
訂
や

解
釈
指
針
の
開
発
が
不
要
と
判
断
さ
れ
た

論
点（
ア
ジ
ェ
ン
ダ
と
し
て
却
下
さ
れ
た

論
点
）に
つ
い
て
は
、「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
決
定
」

が
発
行
さ
れ
る
。
ア
ジ
ェ
ン
ダ
決
定
に

は
、
現
行
の
基
準
書
に
十
分
な
ガ
イ
ダ
ン

ス
が
示
さ
れ
て
い
る
等
、
却
下
さ
れ
た
理

由
と
と
も
に
、
現
行
の
基
準
書
に
基
づ
く

考
え
方
が
示
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
企
業
が

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
会
計
基
準
を
ア
ジ
ェ
ン
ダ
決
定

と
は
異
な
る
方
法
で
適
用
し
て
い
る
場
合

に
は
、
会
計
方
針
の
変
更
が
必
要
と
な
る

可
能
性
が
あ
る
。
ア
ジ
ェ
ン
ダ
決
定
の
結

果
と
し
て
会
計
方
針
を
変
更
す
る
必
要
が

あ
る
と
企
業
が
判
断
す
る
場
合
に
は
、
適

時
に
適
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
一

方
で
、
会
計
方
針
の
変
更
を
適
用
す
る
た

め
の
十
分
な
時
間
が
企
業
に
与
え
ら
れ
る

と
さ
れ
て
い
る
。
企
業
が
置
か
れ
て
い
る

事
実
と
状
況
に
よ
っ
て
は
、
よ
り
多
く
の

時
間
を
要
す
る
た
め
に
、
ア
ジ
ェ
ン
ダ
決

定
の
公
表
直
後
の
財
務
報
告
か
ら
で
は
な

く
、
そ
の
翌
期
か
ら
会
計
方
針
の
変
更
を

適
用
す
る
こ
と
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
。
そ

う
し
た
場
合
、「
公
表
さ
れ
て
い
る
が
未
発

効
の
新
し
い
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
会
計
基
準
を
適
用

し
て
い
な
い
場
合
」に
準
じ
た
Ｉ
Ａ
Ｓ
８

号「
会
計
方
針
、
会
計
上
の
見
積
り
の
変

更
及
び
誤
謬
」に
基
づ
く
開
示
に
つ
い
て

も
検
討
の
対
象
と
な
る
。

２
０
２
５
年
１
月
以
降
に
発
行
さ
れ
た

ア
ジ
ェ
ン
ダ
決
定
は
、
図
表
の
と
お
り
で

あ
る
。
な
お
、
本
稿
の
記
載
は
２
０
２
５

年
11
月
中
旬
時
点
の
情
報
に
基
づ
い
て
お

り
、
文
中
の
意
見
に
関
す
る
部
分
は
筆
者

の
私
見
で
あ
る
こ
と
を
申
し
添
え
る
。

こ
れ
ら
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
決
定
は
い
ず
れ

も
一
般
的
に
は
実
務
上
の
影
響
は
限
定
的

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
本

章
で
は
、
２
０
２
４
年
４
月
の
ア
ジ
ェ
ン

ダ
決
定「
気
候
関
連
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト（
Ｉ

Ａ
Ｓ
37
号
）」（
以
下
、「
２
０
２
４
年
４
月

ア
ジ
ェ
ン
ダ
決
定
」と
い
う
）に
関
連
す
る

「
気
候
関
連
支
出
か
ら
生
じ
る
無
形
資
産

の
認
識
」と
将
来
の
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
会
計
基
準

の
基
準
設
定
動
向
に
関
連
す
る
可
能
性
が

あ
る
と
筆
者
が
考
え
た「
超
イ
ン
フ
レ
経

済
の
指
標
の
評
価
」を
紹
介
し
て
い
る
。

本
章
で
紹
介
し
て
い
な
い
ア
ジ
ェ
ン
ダ
決

定
も
含
め
て
、
実
務
へ
の
影
響
の
有
無
に

つ
い
て
は
個
別
の
企
業
の
具
体
的
な
事
実

と
状
況
に
当
て
は
め
た
検
討
が
必
要
で
あ

る
こ
と
に
留
意
い
た
だ
き
た
い
。

気
候
関
連
支
出
か
ら

生
じ
る
無
形
資
産
の
認
識

（
Ｉ
Ａ
Ｓ
38
号「
無
形
資
産
」）

企
業
に
よ
る
気
候
関
連
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン

ト
の
表
明
が
引
当
金
の
認
識
に
つ
な
が
る

か
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
た
前
述
の

２
０
２
４
年
４
月
ア
ジ
ェ
ン
ダ
決
定
に
関


